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第Ⅰ章 問題と目的 

少子化は，我が国の深刻な問題の１つである。深刻化が進む少子化問題の背景にはさま

ざまな要因が関わっていると考えられている。社会経済的要因として女性の社会進出や晩

婚化・未婚化の増加，子育てにかかる経済的負担への懸念が挙げられる。また，心理的な

要因として育児における孤独感や疲労感，自信の喪失が挙げられ，家庭や地域の子育て力

の低下が子どもを持つことに対する意識の変容にも関わっているとされる(内閣府，2004)。

そのように少子化問題の背景は，社会経済的な視点のみならず親になることへの意識と

いった心理的な観点から捉える必要がある。 

心理学領域では，親となる前段階での学習や資質の獲得を目指した親性準備性の概念が

注目されている。親性準備性の形成にはさまざまな要因があるとされるが，内的作業モデ

ル(松本・重橋，2017)や重要な他者の存在(松本・重橋，2018)が発達の要因に関わってい

ることを示唆する研究がみられる。 

本研究では，青年期にあたる大学生男女を対象に，両親の養育態度と重要な他者が与え

る親性準備性への影響について内的作業モデルを媒介変数と考えて，その影響を実証的に

解明することを目的とする。 

先述した研究目的を明らかにすることで青年期男女における親性の理解と両親の養育

態度および重要な他者の介入による内的作業モデルと親性準備性への影響が明らかとなり，

少子化問題や不適切な養育といった子どもをめぐる問題の予防的観点から重要な視座を与

えることができると考える。そして，内的作業モデルの変容を促したり親性準備性を高め

たりする重要な他者の存在が内的作業モデルおよび親性準備性に与える影響を調査する本

研究は，重要な他者の観点から一考察を提言することができる。重要な他者による臨床的

な介入により，内的作業モデルの変容や親性準備性を高めることができれば育児や親にな

ることへの意識の変容によって少子化の要因として考えられる親になることへの意識と

いった心理的な側面から援助することができると考える。 

 

第Ⅱ章 方法 

本研究は，2023 年 2 月に桜美林大学研究倫理委員会の承認を得て実施された(承認番号

22065)。具体的な内容として青年期(18～25 歳)男女を対象に質問紙調査を行った。質問

紙の構成としては，(１)対象者に関する項目，(２)認知した両親の養育態度，(３)内的作

業モデル，(４)重要な他者 (５)親性準備性について問う内容である。分析の方法として

は，本研究で使用する親性準備性尺度について，男女共通の下位因子を見つけるために探

索的因子分析を行った上で妥当性および信頼性について検証するために確認的因子分析を

行った。そして，男女別に認知する養育態度および重要な他者イメージと内的作業モデ

ル，親性準備性の関連性について検討するため各尺度の因子間で相関分析を行った。最後

に，各尺度の因子間の相関分析結果をもとにして，両親の養育態度が内的作業モデルを介

して親性準備性に与える影響および重要な他者が内的作業モデルと親性準備性に与える影

響のモデルを男女別に検討するために共分散構造分析を行った。 

 

第Ⅳ章 結果 

本研究で使用する親性準備性尺度について，男女共通の下位因子を見つけるために探索
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的因子分析を行った結果，最終的に「乳幼児への好意感情(第Ⅰ因子)」と「育児への肯定

感(第Ⅱ因子)」の 2 因子構造が確認された。両親の養育態度が内的作業モデルを介して親

性準備性に与える影響および重要な他者が内的作業モデルと親性準備性に与える影響のモ

デルを男女別に検討するために共分散構造分析を行った。男女いずれのモデルも適合度指

標は許容範囲内であり，多重共線性の問題もないことが確認された。男性のモデルの分析

結果では，「母親の過保護」と「異性の前向きな存在」は，内的作業モデルを介して親性準

備性に影響を与えている結果となった。また，女性モデルの分析結果では，「母親の過保護」

と「父親の養護」，「目上の前向きな存在」，「異性の前向きな存在」は，内的作業モデルを

介して親性準備性に影響を与えている結果となった。 

 

第Ⅵ章 総合考察 

本研究は，大学生男女を対象に，両親の養育態度と重要な他者が親性準備性に与える影

響を検討した。その結果，異性の社交的で前向きな存在が親性準備性を育む上で重要であ

ることが明らかになり，不適切な養育を受けた場合でも，重要な他者との出会いによって

親性準備性を高めることが示唆された。また，父親の養護が子どもの内的作業モデルと親

性準備性に肯定的な影響を与える可能性が示された。 

本研究の結果は，性別を超えた育児参画の必要性が示され，男女共同参画社会の実現に

向けた意識変容の重要性を示唆している。政府の施策や学校教育，ペアレントプログラム

等の実施を通じて伝統的な性役割観の変化を促し，男性も積極的に家事や育児に参加する

ことが親性準備性の育みと少子化対策に寄与すると考えられる。 
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